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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期
第１四半期
連結累計期間

第73期
第１四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自　2017年４月１日
至　2017年６月30日

自　2018年４月１日
至　2018年６月30日

自　2017年４月１日
至　2018年３月31日

売上高 (百万円) 28,356 31,115 120,032

経常利益 (百万円) 5,422 6,083 23,538

親会社株主に帰属する四半期(当

期)純利益
(百万円) 3,883 4,330 17,523

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 5,445 4,070 20,809

純資産額 (百万円) 135,050 153,656 151,412

総資産額 (百万円) 163,512 185,701 183,037

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 43.42 47.40 195.04

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益
(円) 40.32 44.95 181.87

自己資本比率 (％) 82.5 82.6 82.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) 4,417 △631 16,220

投資活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △2,259 △1,149 △9,169

財務活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △1,333 △1,761 △3,165

現金及び現金同等物の

四半期末(期末)残高
(百万円) 56,339 55,714 58,923

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

４.「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な変

更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気回復基調が続き、設備投資は堅調に推移しました。世界

経済は、欧州では緩やかな景気回復が持続し、北米では堅調な個人消費に支えられた企業業績の好調を背景に設備

投資は増加傾向が続きました。中国でも製造業の設備投資が牽引し、景気は堅調に推移しました。

このような環境のなかで、当グループは、『お客様に感動を！』のコーポレートスローガンのもと、ロボット技

術で未来を切り拓いていくことを成長戦略の基本とし、変革にチャレンジしてまいりました。主力の電子部品実装

ロボットやロボット搬送システムを駆使した工作機械の分野で独創的な製品のタイムリーな市場投入に取り組み、

またグループ会社間の連携及び代理店網の拡充による国内外の販売・技術サポート体制の強化やトータルソリュー

ションの推進により継続的なマーケットシェアの拡大に努めるとともに、ＩｏＴを活用した生産による徹底したＱ

ＣＤ（品質・コスト・納期）の追求に取り組み、収益性の向上を目指してまいりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は31,115百万円となり、前第１四半期連結累計期間と比

べて2,758百万円（9.7％）増加いたしました。また、売上台数の拡大等により、営業利益は5,775百万円（前年同

四半期比13.5％増）、経常利益は6,083百万円（前年同四半期比12.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は4,330百万円（前年同四半期比11.5％増）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

ロボットソリューション

当社主力市場である通信機器関連に加え、車載等の分野において継続的な設備投資が見られました。また、サー

バーをはじめとするコンピュータ機器等も中国・他アジア向けを中心に堅調に推移しました。この結果、売上高

は27,855百万円となり、前第１四半期連結累計期間と比べて2,469百万円（9.7％）増加し、売上台数の拡大等に

より、営業利益は6,847百万円（前年同四半期比14.8％増）となりました。

 

マシンツール

国内外共に好調な市況の下、旺盛な設備投資が続き、特に中国向けを中心に受注も堅調に推移しました。一方、

北米では自動車関連の一部の案件で設備投資に慎重な姿勢が見られたため、売上高は2,486百万円となり、前第

１四半期連結累計期間と比べて79百万円（3.1％）減少しましたが、販売価格の改善及び生産効率化による原価

低減等により、営業利益は166百万円（前年同四半期：営業損失102百万円）となりました。

 

その他

制御機器製造、電子機器製造、画像処理開発等のその他事業の売上高は774百万円となり、前第１四半期連結累

計期間と比べて368百万円（90.9％）増加し、営業利益は24百万円（前年同四半期：営業損失62百万円）となり

ました。
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(2) 財政状態の状況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は125,996百万円となり、前連結会計年度末と比べ2,016百万

円増加いたしました。これは主に受取手形及び売掛金が4,860百万円、商品及び製品が2,181百万円増加したこ

とに対し、現金及び預金が3,193百万円減少したことによるものであります。固定資産は59,704百万円となり、

前連結会計年度末と比べ647百万円増加いたしました。これは主に豊田工場拡張工事により建設仮勘定が1,351

百万円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は、185,701百万円となり、前連結会計年度末と比べ2,663百万円増加いたしました。

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は23,225百万円となり、前連結会計年度末と比べ1,086百万円

増加いたしました。これは主に設備関係支払手形（流動負債のその他に含みます）が2,077百万円増加したこと

によるものであります。固定負債は8,819百万円となり、前連結会計年度末と比べ666百万円減少いたしまし

た。これは主に繰延税金負債（固定負債のその他に含みます）が530百万円減少したことによるものでありま

す。

この結果、負債合計は、32,045百万円となり、前連結会計年度末と比べ420百万円増加いたしました。

 

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は153,656百万円となり、前連結会計年度末と比べ2,243百

万円増加いたしました。これは主に配当金の支払により利益剰余金が1,826百万円減少した一方、親会社株主に

帰属する四半期純利益により利益剰余金が4,330百万円増加したことによるものであります。

 

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を当第１

四半期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態につきましては遡及処理後の前連結会計年度末の数値

で比較を行っております。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比べて3,209百万円減

少し55,714百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは631百万円の支出（前年同四半期：4,417百万円の収入）となりました。こ

れは主に、法人税等の支払額や売上債権の増加等のマイナス要因が税金等調整前四半期純利益等のプラス要因を上

回ったことによるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは1,149百万円の支出（前年同四半期：2,259百万円の支出）となりました。

これは主に有形及び無形固定資産の取得による支出等によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは1,761百万円の支出（前年同四半期：1,333百万円の支出）となりました。

これは主に配当金の支払額等によるものであります。

 

(4) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(6) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、1,842百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 390,000,000

計 390,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数(株)
(2018年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2018年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 97,823,748 97,823,748
東京証券取引所
名古屋証券取引所
(各市場第一部)

単元株式数 100株

計 97,823,748 97,823,748 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2018年４月１日～
2018年６月30日

－ 97,823 － 5,878 － 5,413

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」につきましては、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、直前の基準日（2018年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

2018年６月30日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式  6,477,800 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 91,283,100 912,831 －

単元未満株式 普通株式     62,848 － －

発行済株式総数 97,823,748 － －

総株主の議決権 － 912,831 －

（注）　単元未満株式の普通株式には、当社所有の自己株式57株を含めております。

 

②【自己株式等】

2018年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ＦＵＪＩ 愛知県知立市山町茶碓山19番地 6,477,800 － 6,477,800 6.62

計 － 6,477,800 － 6,477,800 6.62

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 57,767 54,573

受取手形及び売掛金 ※ 28,919 ※ 33,780

有価証券 4,438 4,416

商品及び製品 7,063 9,245

仕掛品 15,153 14,809

原材料及び貯蔵品 6,128 7,267

その他 4,540 1,931

貸倒引当金 △32 △27

流動資産合計 123,979 125,996

固定資産   

有形固定資産 18,944 20,763

無形固定資産 6,330 6,142

投資その他の資産   

投資有価証券 32,572 31,484

その他 1,209 1,314

投資その他の資産合計 33,782 32,799

固定資産合計 59,057 59,704

資産合計 183,037 185,701

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,535 6,758

未払法人税等 5,188 1,973

製品保証引当金 1,109 1,054

その他 ※ 9,306 ※ 13,438

流動負債合計 22,139 23,225

固定負債   

社債 7,241 7,239

退職給付に係る負債 766 632

その他 1,477 947

固定負債合計 9,485 8,819

負債合計 31,625 32,045

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,878 5,878

資本剰余金 5,924 5,924

利益剰余金 134,183 136,686

自己株式 △7,779 △7,780

株主資本合計 138,207 140,710

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 11,688 10,923

為替換算調整勘定 1,343 1,842

退職給付に係る調整累計額 △35 △26

その他の包括利益累計額合計 12,995 12,739

非支配株主持分 208 206

純資産合計 151,412 153,656

負債純資産合計 183,037 185,701
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

売上高 28,356 31,115

売上原価 16,689 18,245

売上総利益 11,667 12,869

販売費及び一般管理費 6,577 7,093

営業利益 5,090 5,775

営業外収益   

受取利息 47 60

受取配当金 155 192

為替差益 99 38

雑収入 31 21

営業外収益合計 333 313

営業外費用   

支払利息 △1 △1

支払手数料 2 1

寄付金 0 4

雑支出 0 0

営業外費用合計 1 5

経常利益 5,422 6,083

特別利益   

固定資産処分益 1 7

特別利益合計 1 7

特別損失   

固定資産処分損 101 32

特別損失合計 101 32

税金等調整前四半期純利益 5,322 6,058

法人税、住民税及び事業税 1,846 2,023

法人税等調整額 △413 △304

法人税等合計 1,433 1,719

四半期純利益 3,888 4,339

非支配株主に帰属する四半期純利益 4 9

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,883 4,330
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

四半期純利益 3,888 4,339

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,348 △764

為替換算調整勘定 229 487

退職給付に係る調整額 △20 8

その他の包括利益合計 1,556 △268

四半期包括利益 5,445 4,070

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 5,439 4,073

非支配株主に係る四半期包括利益 5 △2
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 5,322 6,058

減価償却費 1,228 1,356

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △65 △121

受取利息及び受取配当金 △202 △253

支払利息 △1 △1

売上債権の増減額（△は増加） △4,389 △4,781

たな卸資産の増減額（△は増加） △690 △2,861

仕入債務の増減額（△は減少） 454 147

未収消費税等の増減額（△は増加） 2,117 2,670

その他 2,012 2,060

小計 5,787 4,273

利息及び配当金の受取額 203 254

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額 △1,572 △5,159

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,417 △631

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △2,400 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,509 △1,146

有形及び無形固定資産の売却による収入 3 9

投資有価証券の取得による支出 － △11

定期預金の預入による支出 △18 △18

定期預金の払戻による収入 1,666 24

その他 △2 △7

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,259 △1,149

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △31 －

配当金の支払額 △1,301 △1,761

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,333 △1,761

現金及び現金同等物に係る換算差額 156 333

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 981 △3,209

現金及び現金同等物の期首残高 55,358 58,923

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 56,339 ※ 55,714
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につきましては、手形交換日をもって決済処理をしておりま

す。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度
（2018年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2018年６月30日）

受取手形

設備関係支払手形

47百万円

8

28百万円

218

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年６月30日）

現金及び預金勘定 53,291百万円 54,573百万円

有価証券勘定(譲渡性預金) 3,152 1,216

預入期間が３か月を超える定期預金 △103 △76

現金及び現金同等物 56,339 55,714

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2017年６月29日
定時株主総会

普通株式 1,341 利益剰余金 15.00 2017年３月31日 2017年６月30日

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2018年６月28日
定時株主総会

普通株式 1,826 利益剰余金 20.00 2018年３月31日 2018年６月29日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）
合計

 
ロボット

ソリューション
マシンツール 計

売上高      

外部顧客への売上高 25,385 2,565 27,951 405 28,356

セグメント間の内部売上高

又は振替高
0 － 0 4 5

計 25,385 2,565 27,951 410 28,362

セグメント利益又は損失（△） 5,962 △102 5,860 △62 5,797

（注）　その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、制御機器製造、電子機器製造及び画像処

理開発等を含んでおります。

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 5,860

その他の区分の利益又は損失(△) △62

セグメント間取引消去 2

全社費用（注） △709

四半期連結損益計算書の営業利益 5,090

（注）　全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術研究費であります。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）
合計

 
ロボット

ソリューション
マシンツール 計

売上高      

外部顧客への売上高 27,855 2,486 30,341 774 31,115

セグメント間の内部売上高

又は振替高
0 0 1 0 2

計 27,855 2,486 30,342 775 31,118

セグメント利益又は損失（△） 6,847 166 7,013 24 7,038

（注）　その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、制御機器製造、電子機器製造及び画像処

理開発等を含んでおります。

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 7,013

その他の区分の利益又は損失(△) 24

セグメント間取引消去 1

全社費用（注） △1,263

四半期連結損益計算書の営業利益 5,775

（注）　全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術研究費であります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

（１）１株当たり四半期純利益 43.42円 47.40円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 3,883 4,330

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
3,883 4,330

普通株式の期中平均株式数（株） 89,450,682 91,345,849

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 40.32円 44.95円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百万円） △1 △1

（うち支払利息（税額相当額控除後）（百万円）） （△1） （△1）

普通株式増加数（株） 6,821,282 4,951,989
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（重要な後発事象）

取得による企業結合

当社は、2018年８月９日開催の取締役会において、ファスフォードテクノロジ株式会社(以下「ＦＦＴ」とい

います。)の全株式を取得し子会社化することを決議し、同日付で当社は株式譲渡契約を締結いたしました。

 

１　企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称　ファスフォードテクノロジ株式会社

事業の内容　　　　半導体製造装置の設計、製造、販売、修理及び保守等のサービス

(2) 企業結合を行った主な理由

当社は、世界有数の産業用ロボットメーカーとして、電子部品実装ロボットやロボット搬送システムを

搭載した工作機械の製造販売を主力事業としております。

ＡＩ（人工知能）、自動運転、データセンター、自動車、通信機器、産業機械等、今後も幅広い分野で

更なる成長が期待できる半導体市場に注目し、半導体後工程及び電子部品実装工程の両方を含む生産ライ

ン全体を対象とするソリューション強化と次世代技術の提案力強化を図るため、半導体後工程のダイボン

ディング装置を設計、製造、販売しているＦＦＴの子会社化を決定いたしました。

ＦＦＴはＤＲＡＭやＮＡＮＤ等のメモリ向けダイボンディング装置で世界トップクラスのシェアを誇っ

ており、市場ニーズを的確に製品開発に反映させ、新機種を適時リリースするスピーディな技術開発力を

有しております。また有力なＯＳＡＴ（半導体後工程受託生産会社）やＩＤＭ（自社ブランドの下、回路

設計から製造、販売まで全てを行うデバイスメーカー）に数多くの納入実績があり、業界の主要顧客に対

して高いプレゼンスを有しています。

当グループは、電子部品実装ロボットで培った独自技術とＦＦＴの半導体関連技術の連携により、両分

野にまたがる新しい事業領域に対し、新たな価値を創造する製品開発に、より一層注力すると共に、産業

用ロボット及び半導体製造装置メーカーとしての総合提案力を強化していきます。

(3) 企業結合日

2018年８月31日(予定)

(4) 企業結合の法的形式

株式取得

(5) 結合後企業の名称

変更ありません。

(6) 取得した議決権比率

100％

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得することによるものであります。

 

２　被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 21,800百万円

取得原価  21,800百万円

 

３　主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等(概算額)　　　　　　172百万円

 

４　発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

 

５　企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

2018年８月10日

株式会社ＦＵＪＩ

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松　本　千　佳

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 齋　藤　英　喜

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＦＵＪ

Ｉの2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018年６月

30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＦＵＪＩ及び連結子会社の2018年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

強調事項

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、2018年８月９日開催の取締役会において、ファスフォードテクノロ

ジ株式会社の全株式を取得し子会社化することを決議し、同日付で株式譲渡契約を締結した。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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